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糸魚川－静岡構造線断層帯北部およびその周辺の震源再決定による地震活動調査

Seismic activity investigation by the hypocenter redetermination on and around Northern
Itoigawa-Shizuoka Tectonic Line
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平成 14年から３年間，糸魚川－静岡構造線断層帯におけるパイロット的な重点的調査観測が文部科学省を主体として
実施された．気象庁は，この調査観測に参加し，本地域の地殻活動を把握するため自然地震観測を行った．調査観測の
ため糸魚川－静岡構造線断層帯付近に５つの地震観測点（長野四賀，松本中山，長野穂高，信州新町，長野安曇）を新
たに設置した．これら観測点の波形データは，各観測点から気象庁に伝送され，他の観測点の波形データとともに気象
庁・文部科学省により処理されている．なお，本地域において全観測点で同じ地震波速度構造を使用した震源決定を実
施すると鉛直方向に震源分布が拡大すると Sakai (2004)により指摘されている．
気象庁・文部科学省により処理された検測値データおよび地震観測点により異なる地震波速度構造を使用できる震源

決定手法を使用し，断層帯北部およびその周辺の震源再決定を実施した．各観測点の O-C残差の平均値を観測点補正値
として使用した震源再決定も行った．
また，断層帯付近を小領域に分け，小領域内の地震にDouble - Difference法 (Waldhauser and Ellsworth, 2000)を適用し

た．
この結果，本地域における震源の深さの下限は 15km程度で，気象庁震源で鉛直方向に伸びていた分布が短くなり，各

地震群の水平方向の広がりも小さくなり震源位置精度が改善されたと考えられる．この地域において再決定された震源
の分布を詳細に調べると，断層帯北部の一部領域において東傾斜に関係すると考えられる地震活動分布が，明確ではな
いが得られた．

気象庁・文部科学省が協力してデータを処理した結果を使用した．地震波形は，国土地理院，北海道大学，弘前大学，
東北大学，東京大学，名古屋大学，京都大学，高知大学，九州大学，鹿児島大学，独立行政法人防災科学技術研究所，独
立行政法人海洋研究開発機構，独立行政法人産業技術総合研究所，東京都，静岡県，神奈川県温泉地学研究所，横浜市，
及び気象庁により提供されている．震源計算には Hirata and Matsu’ura (1987)による HYPOMHをもとに酒井慎一博士
（東京大学）により改良されたプログラムを使用した．関係者に感謝致します．
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